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１．教材開発の背景

Windows95が発表されて以来，パーソナルコン

ピュータの価格性能比は飛躍的な上昇を遂げ，汎用

ソフトにおいてはデファクトスタンダードなるもの

が出現し，数年前にはソフトハウスでしか実現不可

能なことが個人レベルで作成可能になっています。

また，会社における利益率は低下を続け，中高年

ホワイトカラーや事務職員のリストラが進み，より

効率的な事務処理や財務的な能力の向上が求められ

ています。

このような状況の中で，財務会計の知識とそのコ

ンピュータ処理の重要性は多くの人々の共通認識に

なっています。したがって，今後のホワイトカラー

を含む職業能力の高度化において，これらの能力を

効率的に付与することが不可欠です。

会計演習ソフトはその数が少なく，Windows95上

で動作する市販会計ソフトは多数存在しています。

市販会計ソフトが比較的安価になったことで，こ

れらを使用して実務的な演習をすることが多くなっ

ていますが，いくつかの問題点があります。

①　演習する内容に比較し，市販会計ソフトの仕様

がオーバーである。

②　アカデミーパック等を利用しても高価である。

③　仕様が細部にわたり，簿記の基本が見えにくい。

④　コンピュータを使用するうえでの重要な知識を

伝えにくい。

⑤　演習課題ごとに設定を変える時間が必要であ

る。

⑥　演習内容の結果を財務諸表で確かめるときの操

作が煩雑である。

⑦　メーカーによる仕様と価格の差は絶対的なもの

ではなく，使用する会社の規模や目的によりコス

トパフォーマンス自体が変わるため，特定メーカ

ーのソフトを教材として使い続けることは好まし

くない。

⑧　指導者がそのソフトに慣れてしまい他のソフト

を客観的に評価しにくくなる。

⑨　ソフトのアルゴリズムを把握しにくいため，そ

の使用方法に指導が集中しがちで，表計算ソフト

やデータベースソフトで業務に役立つプログラム

作成能力を向上させることが困難である。

◇

会計演習ソフトは以上の諸問題を解消することを

目的としています。

２．会計演習ソフトの仕様

本ソフトはWindows95，98上で動作するAccess

97で作成されています。メインメニューのボタンを

クリックすることにより各種作業を行います。図３

右上にメインメニューを示します。

また，使用説明はExcelで表示させています。図

１，図２に使用説明と，オブジェクト名とマクロ名

を示します。

使用オブジェクトは

テーブル
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図１　次ページへつづく
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レポート

マクロ

です。したがってVisual Basicの知識がなくても作

成可能です。このことはAccess97の既定動作以外

の処理はできないことを意味します。

本ソフトで使用する項目は

日付

会社名

伝票番号

部門

借方勘定科目

借方補助科目

借方金額

借方備考

貸方勘定科目

貸方補助科目

貸方金額

貸方備考

であり，テーブルのリレーションを図３右中に示し

ます。

初期設定は

会社名

部門名

勘定科目

補助科目

の４項目でそれぞれのコード番号を付記します。

入力は伝票形式で

日付

会社名

伝票番号の下に

部門

借方勘定科目

借方補助科目

借方金額

図１
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借方備考

貸方勘定科目

貸方補助科目

貸方金額

貸方備考

の各データを初期設定の情報を入力画面で確認しな

がら行います。

財務諸表の出力は

会社名

演算期間

を入力することにより

損益計算書

貸借対照表

元帳（勘定科目ごとの取引）

補助簿（補助科目ごとの取引）

残高試算表

補助残高（補助科目別の残高）

伝票（日付順，伝票番号順による振替伝票）

が画面に出力され，印刷をページごとにすることが

できます。図３左にその一部を示します。

繰越処理は

会社名

演算期間

を入力することにより期末資産を次期に繰り越すこ

とができます。

データ操作は

損益計算書

貸借対照表

元帳（勘定科目ごとの取引）

残高試算表

をフォルダを指定することによりExcel形式で転送

することができます。図４にExcelで加工したデー

タの一部を示します。

データ入力のミスは伝票の編集で修正します。図

３右下に使用説明と同一画面に配置した編集状態を

示します。

３．教材としての効果

(1) 会計ソフトとして使用するとき

①　データとアプリケーションを合わせても１MB

程度なので処理が早い。そのため期末決算仕訳や

本支店会計仕訳などの例題を，データ入力から財

図２
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図３
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務諸表の作成まで短時間で実行することが可能で

あり，中高年者や簿記の初心者に対しても理解さ

せやすい。

②　比較貸借対照表や比較損益計算書などの経営分

析はExcel上で行うため，データ処理に必要なハ

ードウェアの知識や，表計算ソフトとデータベー

スソフトの使用方法の違いを理解させやすい。

③　市販されている会計ソフトについても，基本が

理解できているため短時間で使用可能になる。

④　ソフトの使用方法についての説明に時間を費や

す必要がないため，より簿記の本質に近い学習が

可能になる。

(2) アプリケーションの作成で使用するとき

①　オブジェクトで構成されているため理解しやす

い。

②　受講者のレベルや時間により，説明するオブジ

ェクトを選択できる。

４．お わ り に

データベースソフトを使用することにより，各種

業務のアプリケーションが作成できます。整理され

たデータを表計算ソフトに転送することにより，デ

ータの分析を科学的に行うことができます。

会計演習ソフトは，その構造，アルゴリズムのす

べてにおいてオリジナルであります。データベース

ソフトになじみのない方でもわかりやすい構成にし

たため制限事項は全く付加してありません。VBA

を使用して新たな機能を追加するとか，CS上で使

用可能なようにプログラムを修正するなどして，よ

り優れた教材としてお使いいただければ幸いです。

簿記教材at.mdbで使用しているデータおよび使

用説明に用いた財務諸表のデータは，雇用促進事業

団のビジネスワーク科用のテキストから引用してあ

ります。

本教材作成の過程で，ポリテクセンター会津の多

数の職員の方にご指導をいただきました。末尾なが

ら厚くお礼申しあげます。
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